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輝いて生きるために

　1975年の「国連婦人の10年」を起点とする男女平等に向けた数々の取組により、社会や生活に残された性差
別や固定的役割意識は解消されつつあります。国においても、男女共同参画社会の実現を21世紀のわが国社会
を決定する最重要課題と位置づけ、平成11年6月に「男女共同参画社会基本法」を制定し、平成12年には「男女
共同参画基本計画」を策定し、更に平成17年12月には[男女共同参画基本計画（第二次）」を発表しました。
　本講義では、20世紀の女性解放運動の系譜、社会システムに組み込まれた差別の構造、日常（結婚、家庭、
職場等）の中の差別解消に向けた国や行政の取り組み、少子化対策の進む先進諸国の施策などを取り上げ、少子
高齢社会における男女共同参画のあるべき姿を明らかにします。

＜授業計画＞
１．性と性差
２．自我形成と自立
３．差別の歴史と構造／日本における性差別の歴史
４．女性学の誕生と背景／アメリカ女性解放運動史
５．現代のフェミニズム理論
６．結婚と家族の中の女性学
７．職場における女性学

８．リプロダクティブ・ヘルス・ライツと暴力の根絶
９．地位向上に向けての動向
１０．日本の少子高齢化と女性学
１１．先進諸国の少子化対策
１２．男女共同参画社会とは
１３．ワーク・ライフ･バランスの実現
１４．女性のチャレンジ支援
１５．生活困窮者への自立支援

毎回、レジュメを配布します。参考図書は随時紹介します。

出席状況とレポートで評価します。

http://www.icc.ac.jp/


